
 

 

2023年 9月 

ＩＲ室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 卒業後アンケート調査 

集計結果 
 

 

 

 

 

 

【調査概要】 

    １．調査目的   卒業後における就業状況等の把握 

    ２．調査方法   WEBによる選択・記述式回答調査 

    ３．調査時期   令和５年７月１日～令和５年８月３１日 

    ４．調査対象者  令和４年度卒業生（大学・短大計１３２名） 

    ５．回答状況   有効回答２１名（回答率 15.9%） 

    ６．集計方法   単純集計
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【Ｑ１】卒業した学科および専攻名を教えてください。 

  

 

 【Ｑ２】卒業時の進路を教えてください。 

   

  

【Ｑ３】前項目で、“就職”と回答した方にお尋ねします。卒業時の就職先に現在も在籍 

     していますか。 

   

 

 

【Ｑ４】現在の雇用形態を教えてください。 
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【Ｑ５】本学で学修・経験したことが現在の仕事や学業に活かされていますか。 

   

 

【Ｑ６】前項目で“活かされている”もしくは“少しは活かされている”と回答した方に 

   お尋ねします。その回答の理由について、授業科目、学友会活動、地域連携活動、 

   その他の経験やエピソードを挙げながら、できる限り具体的に教えてください。 

 

【服飾】ファッションショーを通して様々な学年と交流したことで、コミュニケーションが取りやすい。 

実験などの授業を通して素材の知識や、洋裁の授業で習ったことなど、ちょっとしたボタン付け

などができる。 

【服飾】布地の素材などの特徴を勉強したが、それが接客の際にお客様にメリットとしてお伝えできてい

る。また洗濯方法なども役立っている。 

【健康】社会人としてのマナーや仕事に関するすべてが授業に基づいている。 

【健康】家庭科教育法１・２で授業づくりや流れを学べたので、4月からすぐ授業を行ってもある程度対

応できた。 

【健康】登録販売者の科目。 

【美術】イラレを使う。生協学生委員会で培ったコミュニケーション力が活かされている。 

【美術】様々なジャンルの美術に触れる機会があった点が自身の考え方や視野を広げた。 

【美術】情報デザインの授業で学んだ Illustratorが、工事看板等のレイアウトに活かされました。 

【食物】子ども食堂でのボランティアで、様々な子たちと話をしたこと。 

【食物】営業をする時に、機能性表示食品の話をすることがある。 

【食物】給食管理実習や実際の施設への実習を通して栄養士の業務、衛生面について詳しく学ぶことがで

きた。 

【子ども】指導案の書き方や、保護者対応。 

 

【Ｑ７】本学への要望や改善すべき点について、率直な意見をお願いします。 

 

【健康】坂ですかね。最寄り駅までのバスを増やしてほしかったです。雨の日や雪の日ははみんな必死に

歩くかタクシーで通学していた気がします。 

【美術】就職イベントで旅館系を持ってくるのをやめてデザイナーやハウスメーカーの人を呼んだ方がい

い。 

【美術】アトリエを広くする もしくは 増やす。 

【食物】たくさんの参考書を使うのにも関わらず、ロッカーの幅がとても狭い。遠方から通学している人

もいるため、2倍くらいの幅が欲しい。 
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